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第
一
章
　
問
題
の
所
在

　
第
二
次
大
戦
後
、
多
く
の
途
上
国
が
植
民
地
統
治
か
ら
脱
却
し
、
「
独
立
国
」
と
し
て
国
造
り
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
際
基
本
戦
略
と
し

て
政
府
公
共
部
門
主
導
の
輸
入
代
替
工
業
化
政
策
を
採
用
し
た
ケ
ー
ス
が
多
数
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
「
開
発
社
会
主
義
」
と
い
う
言
葉
で

表
現
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
国
に
よ
っ
て
こ
の
戦
略
の
適
用
実
施
の
徹
底
の
度
合
い
と
影
響
力
が
及
ん
だ
分
野
に
違
い
が
あ
っ
た
。
し
か

し
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
こ
の
戦
略
に
基
づ
い
て
経
済
建
設
を
行
な
っ
た
諸
国
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
多
か
れ
少
な
か
れ
経
済
発
展
に
頓
挫

を
来
し
、
開
発
戦
略
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
途
上
国
の
政
治
、
経
済
の
研
究
に
と
っ
て
、
こ
の
見
直
し
が
ど
の
よ
う
な
背
景

と
要
因
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
か
、
ま
た
新
た
な
開
発
戦
略
の
模
索
が
い
か
な
る
内
容
と
限
界
を
持
っ
た
も
の
な
の
か
を
把
握
す
る
こ

と
は
、
二
十
世
紀
末
の
世
界
に
お
け
る
途
上
地
域
の
貧
困
問
題
を
考
え
て
み
れ
ば
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
中
東
・
ア
ラ
ブ
地
域
に
お
い
て
は
、
第
一
次
大
戦
後
に
い
ち
早
く
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
ト
ル
コ
が
ケ
マ
ル
・
ア
タ
チ
ュ
ル
ク
の
下
一
九

二
〇
年
代
以
降
国
家
主
導
工
業
化
政
策
を
遂
行
し
、
そ
の
経
験
が
イ
ラ
ン
や
独
立
後
の
ア
ラ
ブ
諸
国
の
指
導
者
た
ち
に
よ
っ
て
学
習
さ
れ
、

第
二
次
大
戦
後
各
国
の
経
済
開
発
に
応
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
効
果
は
押
し
な
べ
て
政
府
公
共
部
門
肥
大
と
輸
入
代
替
工
業
化
の
失
敗

と
な
っ
て
表
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
の
植
民
地
統
治
と
癒
着
し
た
旧
王
制
が
軍
部
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
共
和
制
へ
移
行
し
た

「
ア
ラ
ブ
社
会
主
義
」
諸
国
（
エ
ジ
プ
ト
、
リ
ビ
ア
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
、
南
北
イ
エ
メ
ン
、
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
）
、
⇔
立
憲

王
制
諸
国
（
一
九
七
九
年
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
ま
で
の
イ
ラ
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
モ
・
ッ
コ
）
、
日
湾
岸
産
油
国
（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
バ
ハ

レ
ー
ン
、
カ
タ
ー
ル
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
オ
マ
ー
ン
）
、
四
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
タ
チ
ュ
ル
ク
以
後
の
ト
ル
コ
の
い
ず
れ
の
範
疇
に
お
い
て
も
、

共
通
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
考
察
す
る
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
一
九
五
二
年
革
命
後
ナ
ー
セ
ル
政
権
が
途
上
地
域
を
見
渡
し
て
み
て
最
も
包
括
的
で
か
つ
徹
底
し

て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
「
ア
ラ
ブ
社
会
主
義
」
の
工
業
化
政
策
を
実
行
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
一
九
六
〇
年
代
前
半
大
々
的
に
断
行
し
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た
第
一
次
五
か
年
計
画
の
失
敗
が
元
で
、
六
四
、
六
五
年
に
エ
ジ
プ
ト
経
済
は
国
内
外
で
危
機
的
状
態
に
陥
っ
た
。
こ
の
段
階
で
一
九
六

五
年
か
ら
六
七
年
の
六
月
戦
争
に
至
る
時
期
に
、
対
外
政
策
の
照
準
を
西
側
陣
営
、
就
中
ワ
シ
ン
ト
ン
に
合
わ
せ
る
と
同
時
に
国
内
経
済

政
策
に
お
い
て
緊
縮
経
済
政
策
や
民
間
部
門
活
性
化
、
公
共
部
門
効
率
化
対
策
な
ど
自
由
化
の
萌
し
が
表
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
ま

た
こ
の
経
済
自
由
化
へ
向
け
た
動
き
は
こ
の
時
期
に
は
定
着
せ
ず
、
敗
戦
後
指
導
部
内
で
親
ソ
派
や
拡
大
主
義
者
が
優
勢
に
な
る
と
凍
結

さ
れ
て
し
ま
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
基
本
構
想
と
必
要
性
の
認
識
は
生
き
続
け
、
一
九
七
〇
年
代
サ
ー
ダ
ー
ト
政
権
下
で
七
三
年
十

月
戦
争
直
前
以
降
「
門
戸
開
放
（
イ
ン
フ
ィ
タ
ー
ハ
）
」
政
策
と
し
て
実
体
化
さ
れ
て
ゆ
く
。
伊
能
武
次
氏
が
「
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
す
で

に
六
月
戦
争
以
前
に
、
『
ア
ラ
ブ
社
会
主
義
』
体
制
の
再
検
討
が
開
始
」
さ
れ
て
お
り
、
「
十
月
戦
争
後
に
、
初
め
て
体
系
的
な
形
で
提
唱

さ
れ
た
経
済
の
『
開
放
』
政
策
の
原
型
も
、
…
…
六
〇
年
代
半
ば
の
ム
ー
ヒ
ー
・
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
内
閣
の
政
策
に
求
め
る
こ
と
」
が
で
き

（
1
）る

と
指
摘
す
る
の
は
、
正
に
こ
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
本
稿
の
考
察
対
象
は
、
e
一
九
六
五
年
～
六
七
年
の
時
期
に
な
ぜ
経
済
自
由

化
の
萌
し
が
表
わ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
口
そ
の
動
き
は
な
ぜ
こ
の
時
期
に
は
本
格
化
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
二
つ
の
問
題
に
設
定
さ
れ

て
い
る
Q

　
従
来
の
日
本
に
お
け
る
現
代
中
東
政
治
研
究
の
中
で
、
一
九
六
〇
年
代
エ
ジ
プ
ト
の
ア
ラ
ブ
社
会
主
義
の
展
開
を
扱
っ
た
も
の
は
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
（
3
）
　
　
　
（
4
）
　
　
（
5
）

つ
か
あ
る
。
私
が
目
を
通
す
こ
と
が
で
き
た
単
行
本
形
式
の
代
表
的
研
究
書
だ
け
で
も
、
林
武
、
中
岡
三
益
、
板
垣
雄
三
、
山
根
学
各
氏

の
研
究
が
あ
る
。
前
者
三
つ
の
研
究
は
各
々
難
解
な
箇
所
を
含
ん
で
は
い
る
が
ナ
ー
セ
ル
政
権
に
よ
る
ア
ラ
ブ
社
会
主
義
実
践
の
様
々
な

側
面
に
光
を
当
て
、
そ
の
実
際
の
機
能
、
効
果
と
い
っ
た
も
の
を
探
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
山
根
氏
の
研
究
は
第
一
次
五
か
年
計
画
の

実
施
過
程
を
経
済
面
か
ら
詳
細
に
分
析
し
て
お
り
、
論
文
の
末
尾
で
六
月
戦
争
後
の
「
社
会
主
義
」
政
策
批
判
に
少
し
触
れ
て
い
る
。
た

だ
し
こ
れ
ら
の
研
究
に
共
通
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
研
究
が
な
さ
れ
た
時
期
が
比
較
的
一
九
六
〇
年
代
に
近
く
、
従
っ
て
同
時
代

的
な
現
状
分
析
と
し
て
の
意
義
が
よ
り
大
き
い
。
私
自
身
は
前
述
し
た
よ
う
に
二
十
世
紀
末
と
い
う
現
時
点
に
立
っ
て
み
て
、
第
二
次
大

戦
後
に
お
け
る
途
上
国
の
経
済
建
設
の
過
程
で
い
か
な
る
要
因
に
よ
っ
て
開
発
社
会
主
義
体
制
は
行
き
詰
ま
っ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
こ
か
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ら
ど
の
よ
う
な
脱
却
の
模
索
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
二
点
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
エ
ジ
プ
ト
の
開

発
努
力
を
見
直
す
こ
と
に
も
一
定
の
意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
本
稿
は
そ
の
た
め
の
素
描
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
私
が
接
し
て
き
た
欧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

米
・
ア
ラ
ブ
に
お
け
る
現
代
中
東
研
究
の
中
で
こ
の
問
題
を
直
視
し
た
も
の
に
は
、
ガ
ラ
ー
ル
・
ア
ミ
ー
ン
（
Q
巴
巴
＞
5
ε
、
ジ
ョ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
リ
ー
（
き
ぎ
≦
讐
零
ゴ
蔓
）
、
ア
ラ
ン
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
（
と
讐
囲
9
胃
島
）
各
氏
の
研
究
な
ど
が
あ
る
。

　
私
は
以
上
の
よ
う
な
諸
研
究
に
啓
発
さ
れ
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
。
社
会
主
義
圏
崩
壊
後
の
一
九
九
〇
年
代
、
旧
社
会
主
義
圏
を
も

含
む
形
で
途
上
地
域
全
般
に
西
側
先
進
諸
国
か
ら
の
援
助
に
頼
っ
た
「
市
場
経
済
化
」
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
い
っ
た
途
上
国
問

題
の
現
在
と
の
関
連
性
に
も
注
意
を
払
っ
て
ゆ
き
た
い
。

82

第
二
章
　
そ
の
背
景

　
第
一
節
第
一
次
五
か
年
計
画
（
一
九
六
〇
年
5
六
五
年
）
の
失
敗

　
第
一
次
五
か
年
計
画
は
典
型
的
な
輸
入
代
替
工
業
化
政
策
で
あ
り
、
初
期
的
分
野
（
織
物
、
砂
糖
、
自
動
車
組
み
立
て
、
薬
）
と
高
度
な
分
野

（
重
工
学
（
プ
＄
薫
Φ
茜
一
器
包
お
）
、
鋼
鉄
、
化
学
製
品
、
肥
料
）
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
新
た
に
一
〇
〇
万
人
の
雇

用
機
会
が
創
出
さ
れ
、
年
六
％
の
経
済
成
長
率
を
記
録
し
た
が
、
一
九
六
五
年
に
は
そ
の
失
敗
が
明
ら
か
と
な
り
、
エ
ジ
プ
ト
経
済
は
危

機
的
状
況
に
陥
っ
た
。
そ
の
原
因
は
次
の
三
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
一
に
、
輸
入
代
替
工
業
化
の
成
否
は
、
そ
れ
が
公
共
、
民
問
部
門
ど
ち
ら
の
主
導
で
行
な
わ
れ
よ
う
と
も
、
そ
の
国
の
経
済
に
外
貨

を
ど
の
位
稼
ぐ
力
が
あ
る
か
に
掛
か
っ
て
い
る
。
イ
ラ
ン
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
の
よ
う
な
主
要
石
油
輸
出
国
は
こ
れ
ま
で
に
輸
入

代
替
工
業
化
政
策
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
外
貨
不
足
は
さ
し
た
る
問
題
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
比
し
て
ト
ル
コ
、
エ
ジ
プ
ト
、

シ
リ
ア
の
よ
う
な
非
産
油
国
に
と
っ
て
は
、
外
貨
収
入
が
正
に
死
活
問
題
と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
ト
ル
コ
の
例
が
示
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し
て
い
る
よ
う
に
、
輸
入
代
替
工
業
化
は
織
物
製
品
、
精
糖
な
ど
あ
る
種
の
消
費
財
の
輸
入
を
減
ら
す
一
方
で
、
新
た
に
建
設
さ
れ
た
製

鉄
所
用
の
コ
ー
ク
ス
炭
の
よ
う
な
原
料
、
タ
ー
ビ
ン
や
動
力
織
機
の
よ
う
な
資
本
財
な
ど
別
種
の
財
の
輸
入
を
増
や
し
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
が
し
ば
し
ば
起
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
第
一
次
五
か
年
計
画
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
新
興
産
業
は
国
内
市
場
向
け
に
作
ら
れ
て
お
り
、
規
模
の
経
済
や
基
本
的
な
経
営

効
率
に
欠
け
国
際
競
争
力
を
持
た
な
か
っ
た
た
め
、
製
品
輸
出
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
従
っ
て
公
共
企
業
は
新
た
に
資
本
財
、

原
材
料
の
輸
入
を
必
要
と
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
た
め
の
外
貨
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
更
に
公
共
企
業
で
営
業
利
益
の
あ
る

も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
多
く
は
雇
用
創
出
を
目
的
と
し
た
過
剰
雇
用
に
よ
っ
て
肥
大
し
て
い
た
。
公
共
部
門
の
低
生
産
性
は
第
一

次
五
か
年
計
画
期
に
早
く
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
政
府
は
赤
字
財
政
に
訴
え
て
公
共
部
門
の
営
業
損
益
を
補
墳
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。　

第
三
に
、
第
一
次
五
か
年
計
画
で
建
設
お
よ
び
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
大
規
模
な
公
共
支
出
が
な
さ
れ
た
結
果
、
内
需
が
急
激
に
喚

起
さ
れ
拡
大
し
た
。
し
か
し
財
の
供
給
は
そ
れ
に
追
い
付
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
イ
ン
フ
レ
が
高
進
し
、
国
民
生
活
に
重
く
伸
し
掛
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

た
。
同
時
に
こ
う
し
た
物
不
足
を
補
う
形
で
、
消
費
財
輸
入
が
急
増
し
た
。

　
第
二
節
外
貨
不
足
と
国
外
借
入
の
努
力

　
初
め
に
、
エ
ジ
プ
ト
の
経
済
援
助
獲
得
努
力
に
表
れ
た
大
国
依
存
、
他
力
本
願
の
行
動
様
式
を
簡
単
に
後
付
け
て
置
こ
う
。
一
九
五
六

年
二
月
、
エ
ジ
プ
ト
は
世
界
銀
行
と
の
間
で
、
米
英
が
ド
ル
建
て
分
七
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
貸
し
付
け
る
と
い
う
条
件
で
世
銀
が
二
億
ド
ル

相
当
を
貸
し
付
け
る
ア
ス
ワ
ン
・
ハ
イ
・
ダ
ム
建
設
融
資
暫
定
協
定
を
締
結
し
た
。
と
こ
ろ
が
同
年
七
月
米
英
が
融
資
を
撤
回
す
る
と
、

ナ
ー
セ
ル
政
権
は
巨
額
の
援
助
を
ソ
連
・
中
国
を
初
め
と
す
る
東
側
陣
営
か
ら
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
一
九
五
四
年
か
ら
六
九
年

に
東
側
諸
国
が
約
束
し
た
長
期
経
済
援
助
総
額
は
一
七
億
三
四
〇
〇
万
米
ド
ル
相
当
に
上
り
、
こ
れ
は
中
東
諸
国
の
中
で
群
を
抜
い
て
い
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た
。
し
か
し
同
時
期
、
規
模
は
や
や
劣
っ
た
が
、
西
側
陣
営
か
ら
も
援
助
を
得
て
い
た
。
一
九
四
五
年
か
ら
六
四
年
に
ア
メ
リ
カ
は
九
億

四
三
一
〇
万
ド
ル
相
当
を
、
ま
た
六
五
年
か
ら
六
九
年
に
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
本
を
含
む
O
E
C
D
の
開
発
援
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

委
員
会
構
成
国
と
国
際
諸
機
関
は
二
億
三
一
九
〇
万
ド
ル
相
当
を
供
与
し
た
。

　
こ
の
内
I
M
F
は
国
際
収
支
危
機
に
陥
っ
た
加
盟
国
へ
の
融
資
を
行
な
う
国
際
金
融
機
関
で
あ
る
が
、
表
1
に
あ
る
よ
う
に
、
エ
ジ
プ

ト
に
対
す
る
融
資
は
一
九
六
〇
年
代
初
め
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
一
九
六
一
年
度
は
同
国
が
社
会
主
義
化
法
を
施
行
し
ま
た
第
一
次
五
か

年
計
画
の
二
年
目
に
当
た
る
年
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
二
年
五
月
I
M
F
と
緊
急
融
資
協
定
を
締
結
し
、
直
ち
に
二
〇
〇
〇
万
エ
ジ
プ
ト
・

ポ
ン
ド
（
以
下
、
エ
ポ
と
略
記
す
る
）
の
貸
付
を
引
き
出
し
た
。
I
M
F
の
エ
ジ
プ
ト
に
対
す
る
融
資
条
件
は
内
需
と
公
共
支
出
の
抑
制

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
約
束
通
り
に
実
行
で
き
た
の
は
エ
ポ
切
り
下
げ
　
　
対
米
ド
ル
レ
ー
ト
で
三
五
・
二
↓
四
三
・
五
ピ
ア
ス
ト
ル

　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
だ
け
だ
っ
た
。
こ
の
融
資
決
定
に
は
ケ
ネ
デ
ィ
ー
政
権
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
九
六

四
年
か
ら
六
六
年
に
か
け
て
も
、
累
積
債
務
・
国
際
収
支
の
悪
化
か
ら
I
M
F
と
の
「
安
定
化
計
画
」
の
交
渉
に
入
り
、
国
内
的
に
は
緊

表1　1MFの対エジプト融資（1952年～84年

融資の

種　別
承認年月

　融資額

（讐㌦百わ

SBA 1962年5月 42．40

CFF 1963年10月 16．00

SBA 1964年5月 40．00

CFF 1968年3月 23．00

CFF 1973年8月 47．00

CFF 1976年6月 94．00

SBA 1977年4月 125．00

EFF 1979年7月 600．00

注記　SDR：特別引出権
　　　　SBA（Stand－by　Aπangements）

　　　　　：スタンドバイ協定

　　　　CFF（Compensatory　FinancingFacilities）

　　　　　　：輸出変動補償融資

　　　　EFF（Exten（le（l　Fund　Facilities）

　　　　　　：拡大信用供与制度

典拠　Peter　K6mer，et．al．，ThεIMFαπd亡加

　　　　　1）εわ亡0瓦s‘s，Lon（lon，Zed　Books，1992，

　　　　　P．196．

縮
財
政
を
目
指
し
た
が
、
更
な
る
平
価
切
り
下
げ
を
要
求
さ
れ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

セ
ル
が
こ
れ
を
拒
否
し
た
た
め
、
協
定
は
結
ば
れ
な
か
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
は
ま
た
一
九
六
〇
年
代
前
半
エ
ジ
プ
ト
に
対
し
て
小

麦
を
主
と
す
る
食
糧
援
助
　
　
　
P
L
四
八
O
援
助
と
呼
ば
れ
る

　
　
を
実
施
し
、
六
四
年
に
年
問
援
助
額
は
一
億
七
五
〇
〇
万
ド

　
　
　
　
　
（
1
3
）

ル
に
も
達
し
た
。
し
か
し
当
時
イ
エ
メ
ン
内
戦
が
長
期
化
す
る
に

連
れ
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
の
対
立
が
深
ま
り
、
サ
ウ
ジ

と
の
友
好
関
係
を
重
視
す
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
と
し
て
は
、
そ
の

後
援
助
規
模
を
急
激
に
縮
小
し
て
行
き
、
一
九
六
五
年
に
七
〇
〇
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　表2　エジプトの粗投資および粗国内貯蓄の

　　　　対国民総生産比率（1959／60－1968／69

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

O
万
ド
ル
、
六
六
年
に
は
五
五
〇
〇
万
ド
ル
に
削
減
し
、
ま
た
同
年
中
止
を
決
定
す
る
に
至
っ
た
。

　
ガ
ラ
ー
ル
・
ア
ミ
ー
ン
、
（
Q
巴
巴
》
唐
ぎ
）
、
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ブ
ロ
（
園
o
ぴ
①
詳
＝
ぎ
8
）
、
ベ
ン
ト
・
ハ
ン
セ
ン
（
ω
①
導
田
餌
房
曾
）
を
始

め
多
く
の
研
究
者
が
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
来
た
よ
う
に
、
外
国
の
援
助
に
頼
り
過
ぎ
て
、
国
内
財
源
捻
出
の
努
力
を
怠
っ
た
こ
と
が
第
一

次
五
か
年
計
画
終
了
後
の
投
資
率
削
減
と
第
二
次
五
か
年
計
画
の
中
止
を
招
来
し
た
最
大
の
原
因
で
あ
る
。
ア
ミ
ー
ン
は
「
外
国
援
助
の

最
悪
の
側
面
は
、
そ
れ
が
被
援
助
国
内
に
お
い
て
　
　
特
に
ヨ
ル
ダ
ン
や
エ
ジ
プ
ト
の
よ
う
に
援
助
額
が
大
き
い
場
合
　
　
あ
る
種
の
政

治
・
社
会
的
風
潮
を
助
長
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
風
潮
の
中
で
、
国
民
と
政
府
は
節
約
（
貯
蓄
）
能
力
を
高
め
る
努
力
を
怠
っ

た
。
特
権
的
諸
集
団
が
社
会
の
中
で
す
で
に
強
力
に
成
長
し
て
い
て
、
そ
の
消
費
。
ハ
タ
ー
ン
の
継
続
を
黙
認
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
ま
た
労
働
者
は
「
社
会
主
義
」
を
よ
り
少
な
い
労
働
で
、
よ
り
高
い
賃
金
が
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
d
　
瑞
　
一

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
臨
ミ
　
，

年次 粗投資
粗国内

貯　蓄
年次 粗投資

粗国内

貯　蓄

1959／60 12．5 12．8 1964／65 17．8 14．1

1960／61 15．5 14．4 1965／66 19．6 13．7

1961／62 16．6 10．9 1966／67 15．7 15．1

1962／63 17．8 11．6 1967／68 13．7 12．2

1963／64 19．7 12．5 1968／69 12．0 12．9

出所　EgyptianMinistryofPlaming，FoJZoω一伽α

　　Eひα彪αむε0πRgρorむ0η地θFかs亡瓦ひθ一yeαrPJ‘

　　および以降各年次の年次報告書。ガラール・アミ

　　ン「現代アラブの成長と貧困』東洋経済新報社

　　1976年，82ぺ一ジより引用。

ら
え
る
と
い
う
ふ
う
に
す
で
に
解
し
て
い
た
。
更
に
政
策
決
定
レ
ベ
ル
で
は
、
国
家

の
発
展
可
能
性
は
、
い
か
に
し
て
国
際
政
治
を
巧
み
に
操
り
ま
た
そ
の
間
を
う
ま
く

泳
い
で
、
経
済
援
助
を
引
き
出
せ
る
か
と
い
う
問
題
と
同
一
視
さ
れ
、
そ
し
て
大
統

領
だ
け
が
そ
の
問
題
の
処
理
能
力
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
従
っ
て
国
際
収

支
が
貿
易
赤
字
と
国
外
借
入
の
返
済
と
利
払
い
に
よ
っ
て
悪
化
し
、
ま
た
外
国
援
助

が
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
も
な
お
高
い
投
資
率
を
維
持
で
き
る
よ
う
な
高
い
国
内
貯
蓄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

率
を
、
こ
の
時
期
の
エ
ジ
プ
ト
は
実
現
す
る
に
は
程
遠
か
っ
た
。

　
そ
の
こ
と
は
表
2
に
お
い
て
投
資
率
が
第
一
次
五
か
年
計
画
期
間
中
ず
っ
と
高
水

準
に
あ
り
、
一
九
六
六
年
度
以
降
急
減
し
て
行
っ
た
こ
と
に
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
国
内
貯
蓄
率
は
計
画
実
施
期
間
中
も
余
り
伸
び
ず
、
国
際
収
支
の
悪
化
、
外
貨

準
備
高
の
払
底
、
累
積
債
務
を
重
大
視
し
て
貯
蓄
率
向
上
に
取
り
組
み
始
め
た
一
九
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六
四
年
度
以
降
、
三
年
間
は
少
し
上
向
い
た
が
、
六
月
戦
争
で
の
壊
滅
の
後
は
再
び
低
下
し
た
。

　
こ
う
し
て
国
際
収
支
　
　
特
に
貿
易
収
支
ー
は
計
画
当
初
の
期
待
に
反
し
て
悪
化
し
て
い
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
貿
易
赤
字
は
一
九
五

九
年
度
三
六
〇
〇
万
エ
ポ
だ
っ
た
も
の
が
、
六
三
年
に
は
一
億
七
四
〇
〇
万
エ
ポ
（
六
一
二
年
度
一
億
八
〇
四
〇
万
エ
ポ
）
に
達
し
た
。
外
貨
準

備
高
は
こ
う
し
た
赤
字
を
補
填
す
る
た
め
常
時
浸
食
さ
れ
、
第
一
次
工
業
化
計
画
前
夜
（
一
九
五
七
年
一
二
月
）
一
億
九
〇
〇
万
エ
ポ
相
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
六
二
年
一
二
月
に
は
七
〇
〇
万
エ
ポ
相
当
の
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
。
第
一
次
五
か
年
計
画
に
よ
っ
て
生
産
と
サ
ー

ビ
ス
配
給
は
非
常
に
伸
び
た
の
で
あ
る
が
、
第
一
節
で
掲
げ
た
三
つ
の
理
由
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
政
府
は
計
画
最
終
年
度
（
一
九
六
四
i
六
五

年
）
に
国
内
外
で
財
政
危
機
に
陥
っ
た
。

　
財
政
・
経
済
問
題
担
当
副
首
相
は
一
九
六
五
年
五
月
二
二
日
国
民
議
会
へ
六
五
年
度
予
算
案
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
時
の
演
説
内
容
か

ら
は
消
費
抑
制
と
国
外
借
入
の
緊
要
性
が
窺
わ
れ
る
。
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「
我
国
の
輸
入
は
一
九
五
九
年
度
に
二
億
二
五
九
〇
万
エ
ポ
で
あ
っ
た
も
の
が
、
六
三
年
度
に
は
四
億
一
八
七
〇
万
エ
ポ
に
上
昇
し
た
（
八
五
％
増
）
。

こ
れ
は
主
に
資
本
財
の
輸
入
に
因
る
。
我
国
の
経
済
開
発
計
画
の
内
容
か
ら
い
っ
て
、
我
国
は
、
重
工
業
が
完
全
に
建
設
さ
れ
ま
た
様
々
な
段
階
に
あ

る
そ
の
他
の
工
業
が
完
成
す
る
ま
で
、
工
業
に
必
要
な
資
本
財
・
中
間
生
産
物
を
引
き
続
き
輸
入
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
消
費
財
輸
入
の
上
昇
は
人
口

増
と
、
成
長
と
発
展
の
継
続
に
起
因
す
る
。
し
か
し
消
費
財
輸
入
は
一
九
五
九
年
度
か
ら
六
三
年
度
に
か
け
て
倍
以
上
（
一
一
七
％
）
増
え
た
が
、
こ

の
時
期
人
口
の
伸
び
は
一
一
・
七
％
で
あ
っ
た
の
と
比
べ
る
と
、
非
常
に
大
き
な
増
加
で
あ
る
。
他
方
輸
出
は
一
九
五
九
年
度
の
一
億
八
九
九
〇
万
エ

ポ
か
ら
六
三
年
度
に
は
二
億
三
八
三
〇
万
エ
ポ
ヘ
と
上
昇
し
た
（
二
五
％
増
）
。
輸
出
の
増
え
た
分
野
は
工
鉱
業
製
品
と
石
油
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
政
府
は
通
貨
を
節
約
し
国
際
収
支
の
赤
字
を
減
ら
す
必
要
性
を
痛
感
し
、
一
九
六
四
年
度
に
お
い
て
在
外
公
館
、
政
府
・

民
間
双
方
の
海
外
派
遣
代
表
団
の
経
費
削
減
、
海
外
に
お
け
る
政
府
・
民
問
双
方
の
支
出
に
特
に
留
意
し
、
必
需
品
に
限
定
す
る
な
ど
、
一
連
の
措
置

を
講
じ
た
。

　
勿
論
国
内
財
源
が
重
要
で
、
目
標
は
国
外
財
源
に
頼
ら
ず
自
給
自
足
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
が
、
成
長
の
継
続
を
目
指
す
発
展
途

上
国
に
と
っ
て
、
そ
の
国
外
借
入
の
す
べ
て
を
国
内
財
源
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
絶
対
不
可
能
だ
。
そ
こ
で
政
府
は
国
際
機
関
や
友
好
諸
国
か
ら
貸
付



を
引
き
出
す
努
力
を
行
っ
て
来
た
。
I
M
F
と
の
協
力
は
そ
の
努
力
の
好
例
で
、
我
国
は
I
M
F
か
ら
過
去
三
年
間
に
一
億
ド
ル
ー
一
九
六
四
年
だ

け
で
四
〇
〇
〇
万
ド
ル
ー
を
供
与
さ
れ
た
。
我
国
の
銀
行
業
界
と
諸
外
国
の
間
に
は
強
い
結
び
付
き
と
相
互
信
頼
が
あ
り
、
こ
れ
が
我
国
の
国
外
借

入
に
有
利
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
来
た
。
ア
ラ
ブ
連
合
共
和
国
に
よ
る
中
立
の
経
済
政
策
は
我
国
経
済
に
対
す
る
世
界
的
信
頼
を
強
固
に
し
、
諸
外
国
と

の
協
力
を
進
め
る
上
で
役
立
っ
て
来
た
。
我
国
は
一
九
六
三
年
度
に
東
側
陣
営
と
幾
つ
か
の
重
要
な
長
期
経
済
協
定
を
結
ん
だ
。
借
入
額
は
ソ
連
、
一

億
七
四
三
〇
万
エ
ポ
、
中
国
、
三
四
七
〇
万
エ
ポ
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
三
〇
六
〇
万
エ
ポ
、
東
ド
イ
ツ
、
二
五
〇
〇
万
エ
ポ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
三

〇
六
〇
万
エ
ポ
で
あ
る
。
更
に
西
側
諸
国
の
多
数
の
大
会
社
、
大
組
織
が
相
互
利
益
の
観
点
か
ら
第
一
次
五
か
年
計
画
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
融
資
や
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

達
成
へ
の
協
力
を
申
し
出
た
。
」

　
第
一
次
五
か
年
計
画
終
了
時
に
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
第
二
次
五
か
年
計
画
実
施
の
た
め
の
資
金
調
達
に
当
た
っ
て
エ
ジ

プ
ト
は
益
々
国
外
借
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
国
外
借
入
は
順
調
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
ソ
連
で
さ
え
新
た

な
融
資
を
渋
っ
た
。
こ
う
し
た
資
金
不
足
に
よ
り
、
計
画
省
が
起
草
し
た
第
二
次
計
画
草
案
の
年
間
投
資
率
は
実
現
困
難
と
な
っ
て
、
計

画
そ
れ
自
体
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。

1960年代エジプトにおける自由化の萌し

　
第
三
節
　
国
際
環
境
の
変
化

　
伊
能
武
次
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
コ
九
六
〇
年
代
の
中
葉
、
エ
ジ
プ
ト
は
、
国
内
、
中
東
地
域
、
さ
ら
に
国
際
関
係
の
領
域
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

困
難
な
状
況
に
当
面
し
て
い
た
。
」
域
内
関
係
で
は
、
イ
エ
メ
ン
内
戦
に
共
和
派
勢
力
に
肩
入
れ
し
て
武
力
介
入
を
行
っ
た
結
果
、
王
党

派
を
支
持
す
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
の
間
で
紛
争
を
ひ
き
起
こ
し
、
さ
ら
に
前
述
の
よ
う
に
サ
ウ
ジ
の
友
好
国
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
悪

化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
対
米
関
係
の
冷
却
化
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
食
糧
援
助
は
一
九
六
五
年
に
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
。

ま
た
防
衛
支
出
は
一
九
六
二
年
以
後
急
激
に
上
昇
し
、
イ
エ
メ
ン
ヘ
の
軍
事
介
入
は
五
年
間
で
四
〇
億
エ
ポ
と
い
う
財
政
負
担
と
な
っ
た
。

対
ソ
関
係
は
一
九
六
四
年
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
失
脚
後
硬
化
し
て
い
た
。
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表3　エジプト対外貿易の相手先地域

　　　　　　　　　　（その地域的分布をパーセントによって表わす

地
域

　
　
年

中東
アメリカ

合衆国
連合王国
（イギリス）

　　西

ヨーロツノマ

大　陸　部

ソ連

　　東

ヨーロツノマ

諸　　　国

その他

輸出

1938 4 2 33 36 一
10 15

1948 4 3 29 24 8 5 27

1954 8 5 10 36 1 10 31

1956 12 3 3 27 4 24 26

1958 5 2 5 17 18 22 31

1960 4 5 2 16 16 20 37

1962 7 6 5 22 15 23 22

輸入

1938 5 7 23 40 1 9 16

1948 7 8 22 30 7 4 23

1954 8 11 13 45 1 4 18

1956 7 13 12 36 4 8 19

1958 2 8 5 36 13 19 17

1960 4 18 6 31 10 12 19

1962 5 25 8 23 8 15 16

驚
鶴
誰
藩
癖
二
↓
ハ
％
が
東
ヨ

勲
聯
も
パ
諸
国
（
ソ
連
を
含
ん
で
い
る
多
ら

掻
㎜
麟
銅
れ
る
）
か
ら
、
五
一
％
が
南
北
両
ア
メ
リ
カ
と

つ
8
8
■
の
創
h

’読むεmα亡‘o副亡rα鹿，UN　pub1．，S副eno．59

）いては、SeVeraliSSUeSOfECOπ0ノ痂d）εひε」OP肌飢お‘π疏e

nomic　Survey，UN．ロシアによるアスワン・ハイ・ダム関
いo

lωθZQρ肌ε漉α裾EcOπ0廊c　PO屍cy‘πむ1とεUAR（E8γρ亡），

Company，1965，p．185．

典拠：1938年と1948年に一

　　XVII．12p．187＿ε
　　ハ4ε躍εEαsむ，sup【

　　係の引渡しと一部
出所：BentHansen　and　l

　　Amsterdam，Nort

　
（
一
）
　
対
米
関
係

　
エ
ジ
プ
ト
対
外
貿
易
の
相
手
先
地
域
の
推
移

を
表
3
と
表
4
で
見
る
と
、
一
九
五
二
年
の
革

命
後
も
欧
米
と
の
貿
易
量
が
依
然
と
し
て
か
な

り
大
き
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
特
に

輸
入
先
に
つ
い
て
そ
う
で
あ
り
、
一
九
六
二
年

の
輸
入
総
額
の
二
三
％
が
ソ
連
を
初
め
と
す
る

東
側
陣
営
諸
国
か
ら
、
五
六
％
が
欧
米
諸
国

（
米
、
英
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
部
諸
国
）
か
ら
、

そ
し
て
残
り
の
二
一
％
が
中
東
諸
国
や
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
一
九
六
六

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
、
そ
し
て
残
り
の
二

三
％
が
ア
ラ
ブ
諸
国
と
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
お

よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
同
時
に
社
会
主
義
陣
営
と
の
貿
易
関

係
も
一
九
五
〇
、
六
〇
年
代
を
通
し
て
着
実
に
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増
え
て
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
特
に
輸
出
先
に
つ
い
て
そ
う
で
あ
り
、
一
九
五
六
年
以
降
ソ
連
・
東
欧
向
け
輸
出
は
急
増
し
、
輸
出
総
額

の
四
〇
％
足
ら
ず
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
エ
ジ
プ
ト
政
府
は
一
九
六
六
年
に
入
り
ソ
連
・
東
欧
へ
の
民
間
部
門
の
輸
出
を
奨
励

し
始
め
る
が
、
こ
の
年
の
第
一
四
半
期
の
同
地
域
向
け
輸
出
は
全
体
の
四
八
％
に
も
達
し
て
い
る
。

　
社
会
主
義
圏
と
の
貿
易
シ
ェ
ア
の
優
位
は
一
九
七
六
年
ま
で
続
き
、
七
七
年
か
ら
急
減
す
る
の
に
替
わ
っ
て
ア
メ
リ
カ
が
主
要
な
貿
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
手
国
に
な
っ
た
（
一
九
八
O
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
は
全
体
の
二
〇
％

1960年代エジプトにおける自由化の萌し

　　表4　エジプト対外貿易の相手先地域と地域別貿易収支

　　　　　　（1965年第1四半期と1966年第1四半期の比較）

輸　入 輸　出 貿易収支

％ ％
　　エジプト・
100万ポンド

時　期 1965年　1966年 1965年　1966年 1965年　1966年

第1　　第1 第1　　第1 第1　　第1
地域 四半期　四半期 四半期　四半期 四半期　四半期

アラブ諸国 10　　　　7 5　　　　6 一5．0　－2．7

アフリカ・アジァ・
11　　　16 23　　　23 十8．2　十2．1

オーストラリア

南北両アメリカ 21　　　13 7　　　　4 一12．8　十10．9

東ヨーロツパ 22　　　26 38　　　48 十11．1　十11．2

西ヨーロツパ 36　　　38 27　　　19 一10．0　－25．5

計 100　　　100 100　　100 一8．5　－25．8

出所：‘The　U．A．R．Economy，’

　　　　Nation謡B釦k　of　Egypt，Eooπo而oB観ε亡επVoL　xix　no．3，1966，p．245．

以
上
、
同
国
向
け
輸
出
は
全
体
の
一
四
％
を
占
め
た
）
。

　
こ
う
し
た
対
外
貿
易
の
推
移
の
中
で
、
エ
ジ
プ
ト
が
歴
史
的
に
ア
メ
リ

カ
に
頼
っ
た
の
は
食
糧
援
助
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
五
四
年
に
始
ま

り
六
六
年
に
中
止
さ
れ
る
ま
で
継
続
し
、
そ
の
後
ま
た
一
九
七
四
年
度
に

再
開
し
た
。
一
九
五
四
年
～
六
六
年
の
間
に
、
米
国
内
の
余
剰
穀
物
六
億

四
三
〇
〇
万
ド
ル
相
当
が
供
与
さ
れ
、
エ
ジ
プ
ト
国
内
諸
都
市
の
穀
物
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

費
量
の
相
当
部
分
に
充
当
さ
れ
た
。
表
3
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸

入
は
こ
の
食
糧
援
助
が
始
ま
っ
た
一
九
五
四
年
に
一
一
％
、
食
糧
援
助
が

本
格
化
し
た
六
二
年
に
は
二
五
％
に
上
昇
し
て
い
る
。
し
か
し
表
4
に
お

い
て
一
九
六
五
年
第
一
四
半
期
か
ら
食
糧
援
助
が
中
止
さ
れ
た
六
六
年
の

第
一
四
半
期
に
か
け
て
、
南
北
両
ア
メ
リ
カ
（
主
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
あ
る
）

か
ら
の
輸
入
は
二
一
％
か
ら
一
三
％
へ
激
減
し
て
い
る
。
こ
れ
は
有
償
の

穀
物
供
与
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
支
払
い
（
エ
ジ
プ
ト
・
ポ
ン
ド
で
良
か
っ

た
が
）
に
よ
っ
て
対
米
輸
入
が
膨
ら
ん
で
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
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他
方
対
米
輸
出
は
い
つ
も
五
％
前
後
で
あ
っ
た
か
ら
、
対
米
貿
易
は
恒
常
的
に
極
め
て
不
均
衡
な
状
態
に
あ
っ
た
。

　
一
九
六
〇
～
六
三
年
の
米
ケ
ネ
デ
ィ
ー
政
権
の
下
で
、
一
九
五
〇
年
代
に
ダ
レ
ス
外
交
に
よ
っ
て
こ
じ
れ
た
埃
米
関
係
の
修
復
が
図
ら

れ
た
。
公
法
四
八
O
号
（
d
ω
評
9
。
鍔
ゑ
お
。
）
に
基
づ
い
た
米
国
内
の
余
剰
穀
物
（
主
に
小
麦
）
の
供
与
は
一
九
五
九
年
以
降
急
増
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

エ
ジ
プ
ト
政
府
は
購
入
代
金
を
エ
ジ
プ
ト
・
ポ
ン
ド
で
エ
ジ
プ
ト
国
内
銀
行
の
米
政
府
口
座
へ
振
り
込
む
と
い
う
形
で
行
な
わ
れ
た
。
援

助
額
は
一
九
六
四
年
ま
で
上
昇
を
続
け
、
エ
ジ
プ
ト
の
貿
易
赤
字
削
減
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
し
か
し
こ
の
関
係
修
復
は
安
定
せ
ず
に
、
一
九
六
五
年
か
ら
援
助
額
が
急
減
し
、
翌
六
六
年
に
は
中
止
さ
れ
、
六
七
年
六
月
戦
争
に
際

し
て
は
国
交
自
体
が
断
絶
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
、
e
ア
メ
リ
カ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
ヘ
の
武
器
売
却
と
ロ
エ
ジ
プ
ト
の
イ

エ
メ
ン
内
戦
へ
の
軍
事
介
入
と
が
相
互
認
識
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
口
に
関
し
て
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
暗
殺
後
ジ
ョ

ン
ソ
ン
政
権
が
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
操
業
す
る
ア
ラ
ム
コ
を
始
め
と
す
る
国
内
石
油
業
界
か
ら
エ
ジ
プ
ト
軍
の
イ
エ
メ
ン
駐
留
に
つ
い

て
憂
慮
す
る
旨
を
伝
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
政
府
は
ア
メ
リ
カ
の
食
糧
援
助
の
御
陰
で
、
エ
ジ
プ
ト
が
ソ
連
か

ら
の
武
器
購
入
の
見
返
り
と
し
て
自
国
産
の
米
を
大
量
に
ソ
連
に
輸
出
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
も
懐
疑
の
念
を
抱
い
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ

議
会
で
は
、
親
イ
ス
ラ
エ
ル
的
立
場
で
知
ら
れ
た
ア
ラ
ス
カ
州
出
身
上
院
議
員
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
グ
ル
エ
ニ
ン
グ
（
写
一
喜
Q
歪
①
巳
お
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

が
同
援
助
反
対
の
先
頭
に
立
っ
た
。

　
ジ
ョ
ン
ソ
ン
自
身
回
顧
録
の
中
で
P
L
四
八
○
号
援
助
停
止
に
至
る
両
国
関
係
の
悪
化
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

90

　
「
ナ
ー
セ
ル
が
一
九
五
四
年
に
政
権
に
就
い
て
以
来
、
エ
ジ
プ
ト
は
ア
ラ
ブ
地
域
を
支
配
し
よ
う
と
試
み
て
き
た
。
一
九
六
〇
年
代
初
め
の
一
時
期
、

我
々
は
彼
が
そ
の
代
わ
り
に
自
国
民
の
身
の
上
改
善
に
尽
力
し
始
め
て
い
る
と
の
希
望
的
観
測
を
行
な
っ
た
。
こ
の
前
提
に
基
づ
い
て
、
我
々
は
エ
ジ

プ
ト
に
多
大
な
援
助
を
与
え
た
。
主
と
し
て
人
口
が
密
集
し
た
都
市
の
住
民
に
対
し
て
食
糧
（
小
麦
）
を
提
供
し
た
。
し
か
し
結
局
ナ
ー
セ
ル
は
自
ら

の
帝
国
的
夢
想
に
固
執
し
た
。
国
内
経
済
に
過
重
な
負
担
が
か
か
り
成
長
が
鈍
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
イ
エ
メ
ン
に
派
兵
し
て
政
権
奪

取
を
試
み
て
い
る
革
命
分
子
を
支
援
し
た
。
自
ら
の
野
心
を
支
え
る
た
め
に
、
彼
は
ま
す
ま
す
ソ
連
製
の
武
器
に
頼
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ナ
ー
セ
ル
の
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対
米
態
度
は
ま
す
ま
す
敵
対
的
な
も
の
に
な
り
、
彼
の
演
説
は
よ
り
扇
動
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
も
は
や
い
か
に
わ
ず
か
で
は
あ
っ
て
も
対
埃
援
助
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
対
す
る
議
会
の
支
持
を
維
持
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
っ
た
。
」

　
一
方
ナ
ー
セ
ル
政
権
に
と
っ
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
第
一
次
五
か
年
計
画
の
失
敗
に
よ
り
e
緊
縮
経
済
政
策
実
施
の
必
要
性
と
口
I

M
F
お
よ
び
そ
の
他
の
西
側
債
権
国
か
ら
の
国
外
借
入
の
緊
要
性
が
生
じ
て
い
た
た
め
、
一
九
六
五
年
に
対
米
関
係
の
悪
化
が
小
麦
援
助

の
急
減
と
な
っ
て
表
面
化
し
た
段
階
で
、
悪
化
を
食
い
止
め
ア
メ
リ
カ
と
の
対
話
の
。
ハ
イ
プ
を
残
し
て
お
こ
う
と
す
る
対
応
が
と
ら
れ
た
。

そ
れ
は
後
述
の
一
九
六
五
年
九
月
に
ア
リ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
が
首
相
を
解
任
さ
れ
、
親
米
派
の
ザ
カ
リ
ア
・
モ
ヒ
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
を
後
任
に

据
え
た
こ
と
だ
が
、
そ
の
結
果
一
時
的
に
米
国
政
府
の
対
埃
認
識
は
緩
和
し
、
同
年
一
一
月
小
麦
売
却
の
追
加
分
、
二
〇
〇
〇
万
エ
ポ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

承
認
し
た
し
、
モ
ヒ
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
は
首
相
在
任
中
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
穀
物
引
渡
し
の
更
な
る
追
加
分
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
一
九
六
五
年
十
月
の
ザ
カ
リ
ヤ
i
・
ム
ヒ
：
・
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
内
閣
の
成
立
は
、
〔
国
際
関
係
の
多
極
化
に
対
応
し
て
ナ
ー
セ
ル
が
国
家
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
24
）

略
の
再
考
と
新
し
い
道
の
模
索
を
始
め
た
こ
と
〕
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
」
こ
の
内
閣
は
対
米
関
係
の
改
善
に
取
り
組
み
、
ア

メ
リ
カ
の
余
剰
食
糧
の
輸
送
協
定
や
援
助
協
定
の
調
印
な
ど
の
成
果
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
ナ
ー
セ
ル
の
ア
メ
リ
カ
公
式
訪
問
の
地
な
ら

し
を
す
べ
く
、
国
民
議
会
議
長
サ
ー
ダ
ー
ト
が
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
、
両
国
間
の
友
好
的
な
雰
囲
気
が
盛
り
あ
が
ろ
う
と

し
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
は
こ
う
し
た
対
米
関
係
改
善
の
努
力
は
定
着
し
な
か
っ
た
。
一
九
六
六
年
九
月
モ
ヒ
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
内
閣
は

更
迭
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
経
済
的
に
見
れ
ば
、
一
九
六
五
年
の
食
糧
援
助
急
減
そ
し
て
六
六
年
の
中
止
は
、
国
内
の
イ
ン
フ
レ
を
悪
化
さ
せ
る
と
共
に
、
対

外
商
業
債
務
返
済
の
遅
れ
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
六
〇
年
代
前
半
の
第
一
五
か
年
計
画
遂
行
期
に
は
、
貿
易
収
支
の
赤
字
と
並
行
し
て
財

政
赤
字
が
進
行
し
た
。
一
九
六
〇
年
～
六
六
年
の
間
、
財
政
赤
字
は
年
平
均
六
〇
〇
〇
万
エ
ポ
で
あ
っ
た
（
一
九
五
九
年
度
物
価
を
基
準
と

し
た
場
合
）
。
こ
れ
が
朝
鮮
戦
争
特
需
以
来
初
め
て
の
急
激
な
物
価
高
騰
を
招
い
た
。
更
に
一
九
六
五
年
米
国
政
府
が
対
埃
小
麦
供
与
を
削

減
す
る
決
定
を
行
な
っ
た
こ
と
で
、
穀
物
輸
入
が
制
約
さ
れ
食
糧
不
足
を
惹
き
起
こ
し
、
食
料
品
の
価
格
を
平
均
し
て
年
一
一
・
五
％
、
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卸
売
物
価
を
年
七
％
押
し
上
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。
同
時
に
そ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
余
剰
穀
物
は
エ
ポ
建
て
で
決
済
さ
れ
て
来
た
が
、

米
援
助
削
減
以
降
穀
物
輸
入
代
金
を
外
貨
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
外
貨
準
備
は
一
九
六
二
年
か
ら
マ
イ
ナ

ス
に
転
じ
て
い
た
。
一
九
六
五
年
度
に
エ
ジ
プ
ト
が
輸
入
し
た
小
麦
と
小
麦
粉
の
額
は
五
五
〇
〇
万
エ
ポ
相
当
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
ア
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

リ
カ
か
ら
入
っ
て
来
な
く
な
っ
た
穀
物
を
他
地
域
で
調
達
す
る
た
め
に
、
対
外
商
業
債
務
が
累
積
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
（
二
）
　
エ
ジ
プ
ト
・
ソ
連
間
の
経
済
関
係

　
輸
入
代
替
工
業
化
を
基
本
に
し
た
第
一
次
五
か
年
計
画
の
遂
行
は
期
待
に
反
し
て
輸
入
を
大
幅
に
増
や
し
、
国
際
収
支
の
危
機
を
招
い

た
。
こ
の
時
期
は
同
時
に
第
二
次
五
か
年
計
画
策
定
の
時
期
に
当
た
り
、
輸
入
代
替
工
業
化
と
い
う
基
本
方
針
に
変
更
は
な
か
っ
た
た
め
、

二
次
計
画
を
軌
道
に
乗
せ
る
に
は
大
量
の
資
本
財
を
新
た
に
輸
入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
問
題
は
そ
の
た
め
の
外
貨
を
い
か
に
し
て
調
達

す
る
か
で
あ
っ
た
。
国
有
化
や
公
共
部
門
の
拡
大
を
い
く
ら
や
っ
て
み
て
も
外
貨
獲
得
に
は
な
ら
な
か
っ
た
し
、
ま
た
す
で
に
公
共
部
門

傘
下
に
入
っ
て
い
た
企
業
は
主
に
国
内
市
場
向
け
の
製
品
を
作
っ
て
お
り
、
海
外
市
場
へ
の
輸
出
に
よ
っ
て
外
貨
を
稼
ぐ
に
は
程
遠
か
っ

た
。
そ
こ
で
残
さ
れ
た
唯
一
の
外
貨
調
達
方
法
は
国
外
借
入
、
特
に
米
ソ
両
超
大
国
か
ら
の
経
済
援
助
を
引
き
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
一

九
五
八
年
～
六
六
年
の
間
に
、
武
器
引
き
渡
し
額
を
別
に
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
援
助
額
は
ソ
連
を
上
回
っ
て
お
り
、
主
と
し
て
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

メ
リ
カ
は
食
糧
供
与
を
、
ソ
連
は
工
業
化
支
援
を
行
な
っ
た
。

　
し
か
し
実
情
は
米
ソ
共
援
助
の
供
与
を
渋
っ
た
。
対
ソ
関
係
に
限
定
し
て
見
て
み
れ
ば
、
一
九
六
六
年
の
借
款
供
与
額
は
前
年
よ
り
七

〇
〇
万
ド
ル
相
当
増
え
た
が
、
こ
れ
は
六
五
年
以
前
と
比
較
す
る
と
、
漸
減
し
て
い
る
。
一
九
六
四
年
五
月
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
対
ソ
債

務
返
済
と
二
次
計
画
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
融
資
を
目
的
と
す
る
、
二
億
七
七
〇
〇
万
ド
ル
相
当
の
「
強
化
借
款
」
を
取
り
決
め
た
。
し
か
し

一
九
六
四
年
一
〇
月
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
失
脚
す
る
と
、
コ
ス
イ
ギ
ン
、
ポ
ド
ゴ
ル
ヌ
イ
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
ら
に
よ
る
新
指
導
部
は
エ
ジ
プ

ト
指
導
部
に
対
し
て
そ
れ
ま
で
よ
り
懐
疑
的
態
度
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
ソ
連
新
指
導
部
に
は
、
第
三
世
界
の
革
命
意
欲
の
疑
わ
し
い

諸
政
権
に
対
し
て
支
援
を
与
え
過
ぎ
た
と
い
う
反
省
が
あ
り
、
そ
の
認
識
は
ベ
ン
・
ベ
ラ
、
ス
カ
ル
ノ
、
ネ
ル
ー
と
い
っ
た
第
三
世
界
の
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民
族
解
放
闘
争
の
指
導
者
が
一
九
六
五
年
半
ば
ま
で
に
は
次
々
と
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
打
倒
あ
る
い
は
死
去
し
た
と
い
う
情
勢
の

展
開
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
一
層
強
ま
っ
た
。
ナ
ー
セ
ル
政
権
に
つ
い
て
も
、
「
真
の
社
会
主
義
ヘ
エ
ジ
プ
ト
を
導
く
能
力
」
に
不
信

感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
当
時
の
ソ
連
国
内
は
緊
縮
経
済
政
策
の
実
施
期
に
当
た
っ
て
い
た
。

　
従
っ
て
ソ
連
の
対
外
援
助
全
般
に
縮
小
傾
向
が
見
ら
れ
た
わ
け
で
、
一
九
五
四
年
～
六
六
年
の
間
に
ソ
連
の
全
借
款
約
束
額
の
五
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

一
が
エ
ジ
プ
ト
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
対
エ
ジ
プ
ト
援
助
の
出
し
渋
り
も
当
然
相
当
な
規
模
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
例
え

ば
一
九
六
五
年
に
ソ
連
は
三
〇
万
ト
ン
の
小
麦
を
供
与
し
た
。
こ
の
年
は
前
述
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
食
糧
援
助
が
急
減
し
た
年
に

当
た
り
、
エ
ジ
プ
ト
経
済
が
そ
の
国
際
収
支
を
立
て
直
す
上
で
重
要
な
援
助
で
あ
る
こ
と
に
問
違
い
は
な
か
っ
た
が
、
同
時
に
こ
れ
は
中

国
が
二
五
万
ト
ン
の
と
う
も
ろ
こ
し
を
贈
与
し
た
こ
と
へ
の
対
抗
策
で
あ
っ
た
。
当
時
中
ソ
は
一
九
六
五
年
六
月
に
ア
ル
ジ
ェ
で
開
催
予

定
の
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
団
結
会
議
に
お
い
て
指
導
権
を
握
ろ
う
と
争
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
一
九
六
六
年
五
月
、
コ
ス
イ
ギ
ン

が
カ
イ
ロ
を
訪
問
し
た
際
、
エ
ジ
プ
ト
指
導
部
は
対
ソ
債
務
返
済
の
繰
り
延
べ
を
再
度
要
求
し
た
が
、
コ
ス
イ
ギ
ン
は
「
い
か
な
る
そ
の

よ
う
な
繰
り
延
べ
も
対
ソ
債
務
が
大
き
い
他
の
途
上
国
に
と
っ
て
悪
い
先
例
と
な
ろ
う
」
と
述
べ
て
、
一
蹴
し
た
。

　
同
時
に
ソ
連
は
エ
ジ
プ
ト
指
導
部
に
対
し
て
、
I
M
F
の
安
定
化
計
画
と
か
な
り
似
通
っ
た
緊
縮
経
済
政
策
を
実
施
す
る
よ
う
勧
告
し

た
。
そ
の
意
味
で
一
九
六
五
年
九
月
に
ア
リ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
首
相
が
解
任
さ
れ
、
ザ
カ
リ
ア
・
モ
ヒ
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
と
交
替
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
ソ
連
新
指
導
部
か
ら
ナ
ー
セ
ル
に
指
示
が
あ
っ
た
と
い
う
推
測
も
成
り
立
つ
。

　
一
九
六
七
年
六
月
戦
争
で
エ
ジ
プ
ト
が
大
敗
を
喫
し
た
後
に
な
る
と
、
ソ
連
は
エ
ジ
プ
ト
軍
再
建
の
た
め
に
大
規
模
な
軍
事
援
助
を
開

始
し
た
が
、
経
済
面
で
は
戦
前
の
緊
縮
経
済
政
策
実
施
勧
告
を
翻
し
、
ザ
カ
リ
ア
・
モ
ヒ
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
副
首
相
が
e
営
業
損
益
を
出
し

て
い
る
公
共
部
門
事
業
所
の
閉
鎖
、
⇔
民
間
部
門
に
対
す
る
刺
激
策
、
日
公
共
部
門
の
余
剰
労
働
者
の
解
雇
を
提
案
す
る
と
、
こ
れ
に
反

対
し
た
。
こ
れ
は
エ
ジ
プ
ト
の
軍
事
的
敗
北
の
甚
大
さ
と
エ
ジ
プ
ト
指
導
部
内
の
意
見
の
分
裂
を
意
識
し
た
ソ
連
指
導
部
が
、
緊
縮
経
済

政
策
を
こ
れ
以
上
押
し
付
け
る
と
、
社
会
主
義
部
門
の
改
革
を
も
た
ら
す
ど
こ
ろ
か
か
え
っ
て
そ
の
解
体
に
つ
な
が
る
と
の
危
機
意
識
を
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（
2
8
）

持
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
三
章
　
経
済
自
由
化
（
緊
縮
経
済
政
策
）
へ
向
け
た
政
策
変
更

　
第
一
節
サ
ブ
リ
ー
内
閣
の
誕
生

　
一
九
六
四
年
三
月
、
ア
リ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
（
、
≧
あ
ぎ
邑
が
首
相
兼
計
画
相
に
任
命
さ
れ
た
。
サ
ブ
リ
ー
は
革
命
時
、
革
命
司
令
評
議

会
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
か
っ
た
が
穏
健
な
左
派
主
義
の
将
校
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
人
物
で
、
彼
の
首
相
就
任
は
「
社
会
主
義
へ
の
移
行
」

期
の
強
化
を
印
象
づ
け
る
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
同
年
五
月
に
は
ニ
キ
タ
・
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
出
席
し
て
、
ア
ス
ワ
ン
・
ハ
イ
・

ダ
ム
の
落
成
式
が
行
な
わ
れ
た
。
当
初
こ
の
内
閣
に
期
待
さ
れ
た
の
は
、
第
二
次
五
か
年
計
画
を
開
始
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に

は
そ
う
す
る
に
は
至
ら
ず
次
期
内
閣
成
立
ま
で
の
暫
定
内
閣
と
し
て
の
役
割
に
終
始
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
新
た
な

借
款
計
画
の
交
渉
、
第
二
次
五
か
年
計
画
実
施
に
必
要
な
資
金
調
達
を
目
的
と
し
た
ソ
連
へ
の
借
款
要
請
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
食
糧
援
助

　
　
三
年
間
で
五
億
ド
ル
相
当
　
　
の
要
請
が
な
さ
れ
、
一
九
六
五
年
四
月
に
は
第
二
次
五
か
年
計
画
を
七
か
年
計
画
に
変
更
す
る
旨
を

発
表
し
た
。

　
サ
ブ
リ
ー
内
閣
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
第
一
次
五
か
年
計
画
遂
行
中
の
国
際
収
支
悪
化
へ
の
対
処
と
第
二
次
五
か
年
計
画
着
手
に
必
要

な
資
金
調
達
の
た
め
に
、
東
側
陣
営
、
西
側
陣
営
を
問
わ
ず
出
来
る
所
な
ら
ど
こ
か
ら
で
も
借
款
を
取
り
付
け
よ
う
と
し
た
形
跡
が
認
め

ら
れ
る
。

　
と
同
時
に
サ
ブ
リ
ー
内
閣
の
時
期
に
、
緊
縮
経
済
政
策
（
一
嘗
冒
餌
鴇
）
開
始
の
兆
候
が
認
め
ら
れ
る
。
輸
入
全
般
が
減
少
、
特
に
燃
料
、

機
械
、
原
料
の
輸
入
が
大
幅
に
減
少
し
た
。
こ
の
た
め
一
九
六
五
年
初
め
に
は
い
く
つ
か
の
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
た
り
、
原
料
不
足
で
操
業

短
縮
に
追
い
込
ま
れ
た
り
し
た
。
ま
た
同
年
六
月
に
は
公
共
部
門
労
働
者
の
強
制
貯
蓄
制
度
が
実
施
さ
れ
、
公
共
部
門
の
全
労
働
者
は
毎
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（
2
9
）

月
半
日
分
の
給
与
を
特
別
口
座
に
払
い
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

1960年代エジプトにおける自由化の萌し

　
第
二
節
　
モ
ヒ
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
内
閣
の
成
立

　
一
九
六
五
年
九
月
、
サ
ブ
リ
ー
は
首
相
を
解
任
さ
れ
、
ザ
カ
リ
ア
・
モ
ヒ
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
（
N
畏
舘
置
ζ
昌
す
一
白
巳
と
交
替
し
た
。

モ
ヒ
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
は
革
命
時
、
革
命
司
令
評
議
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
か
つ
革
命
政
権
の
初
代
内
務
相
を
務
め
た
。
ま
た
穏
健
な
右
派

主
義
者
と
し
て
西
側
世
界
の
受
け
が
良
い
人
物
と
い
わ
れ
た
。
従
っ
て
彼
を
首
班
と
す
る
内
閣
の
成
立
は
「
技
術
官
僚
的
効
率
性
と
警
察

に
よ
る
国
家
統
制
の
融
合
」
を
印
象
づ
け
た
。
さ
ら
に
こ
の
内
閣
改
造
に
当
た
っ
て
、
公
共
部
門
主
導
の
輸
入
代
替
工
業
化
路
線
の
主
唱

者
で
あ
っ
た
ア
ズ
ィ
ー
ズ
・
ス
ィ
ド
キ
ー
（
．
＞
昌
腔
8
一
）
が
一
九
五
六
年
来
就
い
て
い
た
工
業
相
の
ポ
ス
ト
は
、
慎
重
な
技
術
官
僚
、

ム
ス
タ
フ
ァ
・
ハ
リ
ー
ル
（
ζ
岳
鼠
嘗
卑
因
鼠
巨
）
に
よ
っ
て
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。

　
モ
ヒ
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
は
I
M
F
お
よ
び
主
要
債
権
国
と
の
交
渉
に
着
手
し
、
一
九
六
六
年
夏
ま
で
に
は
I
M
F
の
指
導
監
督
の
下
「
環

境
安
定
化
計
画
」
（
び
8
凝
8
巨
α
ω
鼠
巨
誌
豊
9
祉
弩
）
の
大
筋
を
纏
め
た
。
す
な
わ
ち
経
済
改
革
の
手
段
と
し
て
、
e
エ
ポ
を
さ
ら
に

四
〇
％
切
り
下
げ
る
、
⇔
投
資
の
削
減
、
日
い
く
つ
か
の
品
目
の
値
上
げ
と
増
税
な
ど
を
設
定
し
た
。
こ
の
内
口
、
日
は
一
応
実
施
さ
れ

た
が
、
エ
ポ
切
り
下
げ
に
つ
い
て
は
、
賛
成
す
る
モ
ヒ
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
と
ナ
ー
セ
ル
の
間
に
意
見
対
立
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
問
題
お
よ
び

イ
エ
メ
ン
内
戦
へ
の
介
入
継
続
の
是
非
を
め
ぐ
る
意
見
対
立
を
主
な
理
由
と
し
て
、
I
M
F
の
安
定
化
計
画
を
一
時
棚
上
げ
に
し
た
ま
ま

で
、
一
九
六
六
年
九
月
モ
ヒ
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
内
閣
は
更
迭
さ
れ
た
。

　
当
時
指
導
部
内
で
は
、
モ
ヒ
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
に
代
表
さ
れ
る
ナ
ー
セ
ル
主
義
右
派
と
一
九
六
五
年
一
〇
月
ア
ラ
ブ
社
会
主
義
連
合
（
A
s

U
）
事
務
局
長
に
就
任
し
た
ア
リ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
に
代
表
さ
れ
る
ナ
ー
セ
ル
主
義
左
派
の
間
で
党
派
対
立
が
先
鋭
化
し
て
い
た
。
右
派
は

対
米
関
係
の
改
善
、
緊
縮
経
済
政
策
、
外
国
民
問
資
本
の
導
入
、
増
税
な
ど
経
済
自
由
化
政
策
を
主
唱
し
た
の
に
対
し
、
左
派
は
対
ソ
関

係
を
重
視
し
、
ソ
連
モ
デ
ル
に
よ
る
社
会
主
義
建
設
に
大
衆
を
政
治
的
に
動
員
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
内
経
済
を
立
て
直
そ
う
と
考
え
た
。
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（
3
0
）

こ
の
対
立
は
六
月
戦
争
敗
北
後
に
ま
で
継
続
さ
れ
る
。
一
九
六
〇
年
代
半
ば
の
経
済
政
策
に
社
会
主
義
化
と
自
由
化
の
間
の
大
き
な
揺
れ

が
発
生
し
た
の
は
、
こ
の
指
導
部
内
対
立
の
反
映
と
見
て
よ
い
。
ま
た
ナ
ー
セ
ル
自
身
は
両
派
に
二
股
を
か
け
、
政
策
的
に
は
両
派
の
間

を
大
き
く
揺
れ
た
。
後
継
首
相
に
は
ア
ス
ワ
ン
・
ハ
イ
・
ダ
ム
建
設
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
軍
の
技
師
で
あ
る
ス
ィ
ド
キ
ー
・
ス
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

マ
ー
ン
（
ω
一
8
あ
巳
巴
旨
導
）
が
選
ば
れ
た
。
そ
の
意
味
で
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
内
閣
も
技
術
官
僚
的
性
格
を
持
っ
た
内
閣
で
あ
っ
た
。

　
第
三
節
　
ナ
ー
セ
ル
自
身
の
政
策
選
択

　
以
上
に
よ
う
な
第
一
次
五
か
年
計
画
実
施
時
期
の
末
期
か
ら
六
月
戦
争
勃
発
に
至
る
過
程
で
、
ナ
ー
セ
ル
は
大
き
な
ジ
レ
ン
マ
に
捕
ら

わ
れ
て
い
た
。
二
つ
の
ま
っ
た
く
正
反
対
の
選
択
肢
に
直
面
し
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
す
る
の
を
躊
躇
し
て
い
た
と
考
え
ら
え
る
。
二

つ
の
正
反
対
の
選
択
肢
と
は
次
に
述
べ
る
よ
う
な
、
冷
戦
と
い
う
国
際
政
治
構
造
の
中
で
伝
統
的
に
大
国
依
存
の
行
動
様
式
を
持
っ
た
エ

ジ
プ
ト
が
東
、
西
両
陣
営
の
ど
ち
ら
の
経
済
援
助
に
よ
り
本
格
的
に
依
拠
す
べ
き
か
と
い
う
決
断
で
あ
っ
た
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
ナ
ー

セ
ル
が
こ
の
決
断
に
二
の
足
を
踏
ん
だ
た
め
、
こ
の
時
期
の
国
内
政
策
に
は
緊
縮
経
済
政
策
と
政
治
的
急
進
化
と
い
う
一
見
相
矛
盾
す
る

政
策
が
同
時
に
表
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
ナ
ー
セ
ル
の
選
択
の
余
地
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
た
。
一
方
で
ザ
カ
リ
ア
・
モ
ヒ
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
や
ア
ブ
デ
ル
・
モ
ネ
イ
ム
・
ア
ル
・

カ
イ
ス
ー
二
ー
（
、
》
区
甲
ζ
巨
、
巴
ヨ
甲
ρ
巴
の
撃
邑
の
よ
う
な
親
西
欧
派
が
勧
め
る
「
経
済
的
正
統
性
」
の
勧
告
に
従
う
と
い
う
道
が
あ

っ
た
。
こ
の
道
を
進
め
ば
、
I
M
F
の
安
定
化
計
画
を
忠
実
に
実
行
し
、
公
共
部
門
を
一
部
解
体
で
は
な
い
に
し
て
も
再
編
し
、
個
人
の

福
祉
の
犠
牲
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
よ
り
大
き
く
市
場
価
格
機
構
に
依
存
し
て
希
少
な
財
を
分
配
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
西
側
と
の
外
交
関
係
の
改
善
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ナ
ー
セ
ル
の
ア
ラ
ブ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

ア
ラ
ブ
社
会
主
義
の
理
念
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
こ
う
し
た
内
外
政
策
の
大
胆
な
転
換
は
屈
辱
的
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
実
行
す
る
だ
け

の
心
の
準
備
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
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他
方
で
エ
ジ
プ
ト
の
対
ソ
依
存
を
現
在
以
上
に
増
や
す
と
い
う
道
が
あ
っ
た
。
こ
の
道
を
進
め
ば
、
エ
ジ
プ
ト
軍
の
装
備
が
ほ
と
ん
ど

ソ
連
製
兵
器
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
軍
事
面
で
の
対
ソ
依
存
に
加
え
、
さ
ら
に
経
済
面
に
お
い
て
も
第
二
次
五
か
年

計
画
の
策
定
と
実
施
を
ソ
連
国
家
計
画
委
員
会
（
Q
・
8
一
讐
）
の
管
理
下
に
置
く
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
対
ソ
依
存
の
増
大
が
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

よ
う
な
事
態
を
招
来
し
、
ひ
い
て
は
国
家
主
権
の
弱
体
化
を
加
速
す
る
こ
と
を
、
ナ
ー
セ
ル
は
当
然
好
ま
し
く
思
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は

そ
の
後
の
エ
ジ
プ
ト
が
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
時
ナ
1
セ
ル
に
突
き
付
け
ら
れ
て
い
た
第
一
の
選
択
肢
を
採
用
し
て
親
西
側
外
交
を
推
進

し
、
一
九
七
〇
年
代
末
に
至
る
と
、
ア
メ
リ
カ
が
軍
事
・
経
済
面
で
エ
ジ
プ
ト
の
国
家
主
権
を
軽
視
し
て
い
る
と
い
う
憂
慮
と
憤
慨
が
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

内
世
論
に
頻
繁
に
表
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
状
況
と
皮
肉
に
も
似
て
い
る
。

1960年代エジプトにおける自由化の萌し

　
第
四
節
　
経
済
自
由
化
と
政
治
急
進
化
の
同
時
追
求

　
そ
こ
で
、
一
九
六
四
年
か
ら
六
七
年
に
か
け
て
の
時
期
の
国
内
政
策
に
、
ど
の
よ
う
な
政
治
的
急
進
化
の
事
例
が
表
わ
れ
た
の
か
を
検

討
し
て
み
た
い
。
政
治
・
社
会
面
で
は
、
宗
教
的
右
派
で
あ
る
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
と
、
農
村
に
「
残
存
す
る
封
建
分
子
」
に
対
す
る
弾
圧

で
あ
る
。
後
者
は
一
九
六
六
年
五
月
、
ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
の
カ
ム
シ
ー
シ
ュ
（
国
餌
ヨ
ω
ぼ
警
）
村
で
A
S
U
地
方
幹
部
が
「
残
存
地
主
勢
力
」

に
謀
殺
さ
れ
た
事
件
を
契
機
と
し
て
発
動
さ
れ
、
現
行
の
第
二
次
農
地
改
革
法
で
は
「
封
建
主
義
」
的
家
族
に
よ
る
保
有
地
の
蓄
積
を
阻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）

止
で
き
な
い
と
い
う
議
論
が
、
当
時
の
国
民
議
会
で
行
な
わ
れ
た
。
ナ
ー
セ
ル
は
一
九
六
九
年
、
第
三
次
農
地
改
革
法
を
成
立
さ
せ
て
、

土
地
所
有
上
限
を
五
〇
フ
ェ
ッ
ダ
ー
ン
に
下
方
修
正
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
社
会
主
義
深
化
と
い
う
政
治
的
急
進
主
義
が
一
九
六
〇

年
代
後
半
に
実
行
さ
れ
た
数
少
な
い
事
例
で
あ
る
。

　
経
済
面
で
は
、
一
九
六
六
、
六
七
年
に
、
建
設
部
門
の
大
部
分
の
企
業
体
、
い
く
つ
か
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
会
社
、
卸
売
商
人
の
大
部
分

を
国
有
化
す
る
立
法
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
別
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
「
小
資
本
主
義
に
対
す
る
攻
撃
」
は
実
際
に
は
施
行
段
階

　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

で
す
べ
て
潰
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
六
六
年
末
、
ナ
ー
セ
ル
は
最
高
統
制
委
員
会
（
ω
唇
お
唐
①
O
・
暮
3
一
〇
〇
B
巨
9
Φ
①
…
委
員
長
、
ハ
ー
キ
ム
．
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ア
ー
メ
ル
（
国
接
旨
、
＞
B
包
陸
軍
元
帥
）
を
設
置
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
e
公
共
部
門
の
監
視
、
口
日
和
見
主
義
者
と
逸
脱
主
義
者
の
発

見
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
公
共
部
門
経
営
者
層
の
政
治
化
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ス
ィ
ド
キ
ー
・
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
首

相
と
ア
ー
メ
ル
委
員
長
は
公
共
部
門
に
属
す
る
総
機
関
（
Ω
窪
雲
巴
○
茜
讐
冒
毘
9
）
と
会
社
の
経
営
者
任
命
手
続
き
を
見
直
し
、
総
機

関
の
会
長
四
八
名
の
内
三
八
名
の
更
迭
と
新
た
に
二
二
〇
名
の
経
営
者
任
命
を
断
行
し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
「
政
治
化
」
は
「
活
性
化
」

に
す
り
替
え
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
ア
ズ
ィ
ー
ズ
・
ス
ィ
ド
キ
ー
が
こ
の
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
外
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、

彼
の
拡
大
主
義
的
な
工
業
化
路
線
が
公
共
部
門
の
肥
大
と
非
効
率
を
生
む
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
政
治
化
」

で
は
な
く
「
活
性
化
」
を
本
当
に
は
目
指
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
ナ
ー
セ
ル
は
一
九
六
七
年
三
月
一
八
日
、
公
共
部
門
傘
下
の
す
べ
て
の
会
社
社
長
を
生
産
会
議
に
召
集
し
て
、
次
の
よ
う
な
趣
旨
の
演

説
を
し
た
が
、
そ
こ
に
は
「
活
性
化
」
の
意
図
が
か
な
り
明
確
に
表
れ
て
い
る
。

98

e
経
営
は
科
学
で
あ
り
、
そ
の
諸
原
則
は
社
会
主
義
の
下
で
も
資
本
主
義
の
下
で
も
変
わ
ら
な
い
。
両
経
済
体
制
間
の
唯
一
の
違
い
は
、
生
産
手
段
の

所
有
と
利
潤
の
管
理
か
ら
生
じ
て
い
る
。

⇔
賃
金
は
生
産
性
に
結
び
付
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
主
義
は
賃
金
の
平
等
で
は
な
く
、
労
働
機
会
の
平
等
を
意
味
す
る
。

日
A
S
U
が
公
共
部
門
の
生
産
工
程
そ
の
も
の
に
干
渉
す
る
こ
と
は
全
く
な
い
。
た
だ
し
計
画
の
実
行
と
労
働
者
・
経
営
者
間
の
円
滑
な
関
係
に
寄
与

し
得
る
範
囲
で
、
公
共
部
門
の
作
業
過
程
に
関
与
す
る
。

　
つ
ま
り
従
来
の
公
共
部
門
主
導
の
枠
組
を
維
持
し
な
が
ら
、
そ
の
中
で
競
争
原
理
を
導
入
し
て
活
性
化
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
最
高
統
制
委
員
会
設
置
当
初
の
目
的
が
政
治
的
急
進
化
に
置
か
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
委
員
会
が
公
共
部
門
の
経
営
者
の
見
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

を
進
め
て
行
く
中
で
そ
の
評
価
基
準
は
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
事
実
上
効
率
や
生
産
性
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。



第
四
章
結
語

1960年代エジプトにおける自由化の萌し

　
以
上
ま
だ
素
描
で
は
あ
る
が
、
現
代
エ
ジ
プ
ト
で
開
発
社
会
主
義
体
制
の
最
初
の
見
直
し
が
起
こ
っ
た
背
景
と
構
造
的
要
因
を
析
出
し

た
。
こ
こ
で
冒
頭
に
設
定
し
た
二
つ
の
問
題
点
に
戻
っ
て
み
よ
う
。

e
　
一
九
六
五
年
～
六
七
年
の
時
期
に
な
ぜ
経
済
自
由
化
の
萌
し
が
表
わ
れ
た
の
か
。

　
第
一
次
五
か
年
計
画
実
施
は
巨
大
な
国
内
需
要
を
生
み
出
し
、
資
本
財
、
消
費
財
の
輸
入
を
急
増
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
悪
化
し
た
貿
易

収
支
、
国
際
収
支
を
穴
埋
め
し
、
輸
入
代
替
工
業
化
と
い
う
基
本
政
策
を
踏
襲
し
て
第
二
次
五
か
年
計
画
実
施
に
踏
み
切
る
た
め
に
は
、

国
外
借
入
に
頼
る
以
外
当
時
の
ナ
ー
セ
ル
政
権
に
は
他
に
道
は
な
か
っ
た
。
ソ
連
と
の
外
交
関
係
は
一
九
五
五
年
の
チ
ェ
コ
か
ら
の
武
器

輸
入
以
来
比
較
的
良
好
で
、
武
器
供
与
や
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
融
資
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
れ
以
上
の
大
規
模
融
資
は
決
し
て
し
な
か
っ

た
。
一
方
ア
メ
リ
カ
は
か
な
り
の
規
模
の
食
糧
援
助
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
ナ
ー
セ
ル
の
革
新
的
ア
ラ
ブ
主
義
の
外
交
姿
勢
と
対
立
し
、

外
交
関
係
が
硬
化
し
一
九
六
五
年
食
糧
援
助
さ
え
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。

　
こ
の
段
階
で
ザ
カ
リ
ア
・
モ
ヒ
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
モ
ネ
イ
ム
・
カ
イ
ス
ー
二
ー
、
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ハ
リ
ー
ル
と
い
っ
た

人
々
に
代
表
さ
れ
る
技
術
官
僚
集
団
は
対
米
関
係
の
改
善
、
I
M
F
を
始
め
と
す
る
西
側
先
進
国
か
ら
の
借
款
、
そ
の
た
め
の
国
内
で
の

緊
縮
経
済
政
策
の
実
施
と
経
済
自
由
化
措
置
を
要
求
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
、
ナ
ー
セ
ル
自
身
こ
の
人
々
の
意
見
を
部
分
的
に
取
り
入
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

本
稿
で
は
論
じ
な
か
っ
た
が
、
第
一
次
五
か
年
計
画
の
実
施
は
他
方
で
技
術
官
僚
集
団
の
政
策
決
定
へ
の
影
響
力
を
増
大
さ
せ
て
い
た
。

　
そ
の
後
一
九
七
〇
年
代
に
十
月
戦
争
限
定
勝
利
以
降
自
由
化
が
公
式
政
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
、
こ
の
時
に

芽
生
え
た
経
済
自
由
化
構
想
は
生
き
続
け
、
折
に
触
れ
て
政
策
論
争
の
標
と
な
っ
た
。
一
九
六
六
、
六
七
年
に
表
わ
れ
た
政
治
的
急
進
主

義
の
大
部
分
が
施
行
過
程
で
変
容
し
た
の
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

⇔
　
経
済
自
由
化
の
芽
生
え
は
な
ぜ
こ
の
時
期
に
は
本
格
化
し
な
か
っ
た
の
か
。
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ナ
ー
セ
ル
は
対
ソ
依
存
の
基
本
的
枠
組
を
変
更
せ
ず
、
そ
の
枠
組
の
中
で
西
側
先
進
国
に
接
近
す
る
た
め
の
内
外
政
策
を
部
分
的
に
試

み
る
に
止
ま
っ
た
。
従
っ
て
六
月
戦
争
後
ソ
連
に
頼
っ
て
軍
の
再
建
を
始
め
た
時
、
経
済
的
に
は
緊
縮
経
済
政
策
以
外
の
選
択
肢
を
採
る

こ
と
は
あ
り
得
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
指
導
部
内
で
ア
リ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
や
ア
ズ
ィ
ー
ズ
・
ス
ィ
ド
キ
ー
と
い
っ
た
親
ソ
派
、
拡

大
主
義
者
が
戦
後
の
一
時
期
再
び
台
頭
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
リ
ー
は
、
コ
九
六
五
年
、
経
済
、
内
政
、
外
交
に
及
ぶ
沢
山
の
政
策
課
題
と
危
機
の
中
で
、
政
府
公
共
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
38
）

門
主
導
の
輸
入
代
替
工
業
化
の
最
初
の
死
の
苦
し
み
が
気
づ
か
な
い
内
に
進
行
し
た
」
と
い
う
。
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（
1
2
）
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・

（
1
3
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》
ヨ
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○
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）
q
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巨
薯
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＞
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＆
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、
や
お
O
●

≦
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①
吾
弩
ざ
§
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凝
史
黛
o
『
≧
暴
鴇
、
…
も
●
。
ρ
。
S

伊
能
、
前
掲
書
、
七
五
ぺ
ー
ジ
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毫
讐
Φ
吾
二
目
ざ
『
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⑩
国
晦
史
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O
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』
＜
Ω
器
箋
…
悔
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㎝
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ぴ
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“
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ぎ
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澄
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ご
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…
｝
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節
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岡
．
堀
、
前
掲
邦
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書
、
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六
ぺ
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ジ
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を
讐
①
吾
霞
ざ
↓
ぎ
肉
讐
慧
9
≧
8
q
。
箋
…
も
●
。
S

H
げ
達
こ
や
0
9

伊
能
、
前
掲
書
、
七
六
、
七
八
、
八
○
ぺ
ー
ジ
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（
31
）
ミ
讐
①
浮
霞
ざ
§
①
凝
遙
言
『
≧
8
鴇
・
…
も
や
㊤
？
。
S

（
32
）
　
一
ぴ
一
山
こ
マ
O
o。
9

（
3
3
）
　
缶
吋
8
匡
↓
o
ヨ
犀
P
、
弓
ぎ
U
8
崔
器
9
い
畠
詑
目
曽
2
ぎ
ω
毘
讐
．
の
国
讐
讐
二
〇
お
ー
お
o
。
ど
、
日
本
ア
フ
リ
カ
学
会
『
ア
フ
リ
カ
研
究
』
、

　
第
二
七
号
、
一
九
八
五
年
十
二
月
所
収
、
六
四
ぺ
ー
ジ
。

（
34
）
　
富
田
広
士
「
エ
ジ
プ
ト
経
済
開
発
政
策
の
問
題
点
ー
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
・
ナ
ー
セ
ル
政
権
i
」
、
『
石
川
忠
雄
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
』
、
慶
磨
通

　
信
、
一
九
八
二
年
、
所
収
、
九
九
一
ぺ
ー
ジ
。

（
3
5
）
　
富
田
広
士
「
ナ
ー
セ
ル
、
サ
ー
ダ
ー
ト
両
政
権
と
エ
ジ
プ
ト
の
民
間
部
門
」
、
小
田
英
郎
・
富
田
広
士
編
『
中
東
・
ア
フ
リ
カ
現
代
政
治
』
、
頸

　
草
書
房
、
一
九
九
五
年
、
所
収
、
七
〇
～
七
一
ぺ
ー
ジ
。

（
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目
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黛
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D
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⑩
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6
⑩
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伊
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一
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四
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ぺ
ー
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黛
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D
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O
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（
一
九
九
五
年
五
月
一
〇
日
稿
）

［
付
記
］
　
本
稿
は
、
平
成
五
年
度
、
慶
磨
義
塾
大
学
大
学
院
高
度
化
推
進
研
究
費
お
よ
び
平
成
六
年
度
、
同
大
学
学
事
振
興
資
金
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。
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